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細則３－１        

（公社）全日本小品盆栽協会 支部規程 

（総則） 
第１条 この規程は、公益社団法人全日本小品盆栽協会（以下、当協会と称する）「定款」第

２章の目的及び事業を推進するため、第３条及び第４条、第５条の規定に基づき、

当協会の支部の基準を定め、円滑な運営を図ることを目的とする。 
 

（支部の構成） 
第２条 当協会が日本全国で地域に密着した事業を行うため、その活動地域を定め支部 
   を置く。 
  ２ 支部名及び事業展開地域は次の通りとする。 
   （１）関東支部  北海道、東北６県、甲信越３県、関東６県、東京都、静岡県 
   （２）東海支部  愛知県、三重県、岐阜県、 
   （３）関西支部  滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、和歌山県、兵庫県 
            中国３県（山口県・広島県を除く）、四国４県、 
   （４）北陸支部  富山県、石川県、福井県 
   （５）九州支部  九州７県、沖縄県、山口県、広島県 
 
（支部の事業） 
第３条 支部は「定款」第４条に挙げる目的を達成するため、「定款」第５条の事業をその

担当地域において行う。事業の企画、運営及び管理は、当協会の定める細則規程を遵

守する。 
 ２ 事業の内容は下記の通りとする。 
   （１）小品盆栽フェアー「雅展」（以下、「雅展」と称する）の開催（公９） 
       秋雅展、東海雅展、春雅展、九州雅展、北陸雅展 
   （２）「雅展」の開催に併せて、小品盆栽講習会、セミナー、研修会の開催を行い、

小品盆栽愛好者を育成し、小品盆栽の普及を図る。（公３） 
   （３）小品盆栽の育成について実技体験の指導を行う。交換会を開催する。（公４） 
   （４）「雅展」会場に相談窓口を設け、指導・助言・苦情処理を行う。 
   （５）小品盆栽愛好会から当協会の「認定会」の認定申請があったときは、速やか

に「認定会」連携部に提出する。  
    （６）「認定会」を支援し、小品盆栽愛好者を育成する。そのため、認定会における

講習会・研修会を支援し、盆栽文化の理解・普及、培養技術の実技指導や年

間手入れ作業及び病害虫対策等の技術の向上を図り、もって当協会員の育成 
       を図る。（公１３）    
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                   （注）細則３－２「認定会」規程は別に設ける。 
    （７）当協会ホームページ上に「認定会」ブログを通じて広報活動を充実し、小品

盆栽の普及と本協会員の増強を図る。（公３） 
    （８）「雅展」において優秀作品の表彰、創作・改作等のコンクールの実施、雅展席 
       飾り写真集（記念帳）の発刊を行い小品盆栽の魅力を来場者に伝える。（公３） 
 
       （注）上記各事業の末尾の（数字）は公益目的事業区分の分類番号である。 

 
 （事業計画と収支予算） 

   第４条 支部長は事業計画及び収支予算書を当協会本部の指針に準じて毎年２月１０日ま

でに作成し、支部運営管理部（事務局）に提出する。 
      支部運営管理部（事務局）は提出書類に不備がないことを確認し事業本部長（支部 
      事業統括部）に提出する。 

        １ 提出書類は下記の通りとする。 
① 事業計画書 ②収支予算書 ③雅展開催要項 ④雅展収支予算書 

           ⑤「認定会」助成金の支給予算書（認定会所属協会員数×年会費の１０％）  
             （注）上記の計画書はすべて規定様式を使用する。 
 

   （事業報告及び収支決算報告） 
         第５条 支部長は支部の事業報告書及び収支決算報告書、雅展開催報告書、雅展収支決算

書を毎年４月１０日までに作成し、支部運営管理部（事務局）に提出する。支部運営

管理部（事務局）は内容是非を確認し、事業本部長（支部事業統括部）に４月２０日

までに提出する。 
１ 提出書類は下記の通りとする。 

①事業報告書 ②収支決算書 ③雅展開催報告書 ④雅展収支決算書 
   ⑤認定会の「助成金使途報告書」 
      （注）上記の報告書はすべて規程様式を使用する。 
   ⑥現金出納帳及び期末残高写し ⑦預金残高確認書 ⑧預金帳の写し 
２、上記書類は支部及び本部で保管する。  
 

（支部会計処理） 
第６条 支部の会計処理は別に定める細則（会計処理規程、会計基準、雅展会計・事務処

理規則、旅費交通費及び宿泊費規程）を遵守する。 
  
（認定会助成金支給） 
第７条 支部長は、認定会から認定会助成金の申請があったときは、認定会に所属する当 
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 協会の正会員の人数に応じ、年会費の１０％を支部運営管理部に申請する。支部運営管 
 理部は事実の確認を行い、事業本部長を経由し協会本部に申請する。協会本部は認定会 
 に直接助成金を支払う。 
                

       （支部役員及び職員） 
第８条 支部は次の役員及び職員（以下、役職員と称する。）を置く。 
      支部長 １名、副支部長２名以内、会計１名、監事１名 

       「雅展」実行委員長・副委員長、事務局長、実行委員（任意の必要人数） 
 
 （支部長） 
第９条 支部長は、各支部が管轄する地域の総ての当協会員【以下、支部会員（含個人会

員）と称する】を代表する役員の互選により選出し、理事長が適当と認めた場合に

支部長として認証する。 
 
（支部役職員の任期） 
第１０条 支部長及び役職員の任期は２ヵ年とする。 ただし、再任は妨げない。 
 
（支部事業費の支給） 
第１１条 支部の事業、事務を助成するため、事業計画及び支部構成員正会員数に応じて、

事業費を本部より支給する。事業費の予算額は毎事業年度の予算編成時に、第 5 条に

定める事業計画書と収支予算書に基づいて協議決定する。 
 
（事業費の支給） 
第１２条 支部長は事業実施の申請書を支部事業統括部に提出し、支部事業統括部は必要

資金の予算チェックを行い、事業本部長の承認を得たうえで、その都度当協会本部よ

り支給される。 
   事業費の申請書は規定様式を使用する。 
 
（収支管理と資金管理・帳簿管理） 
第１３条 支部事業費（「雅展」を含む）の予算管理と資金管理・帳簿管理は支部長の責任

において行う。 
 
 （議事録） 
第１４条 支部が開催する下記の会議の議事録は議長及び議事録署名人２名の署名捺印を

もって作成し、支部事業統括部長及び支部運営管理部長に提出する。当協会本部への

報告は事業本部長の判断に委ねる。 
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 ２ 事業本部長は議事録を確認し、必要に応じて的確な指示を与えて対処する。 
 ３ 議事録は支部運営管理部にて保管する。 
 
（細則） 
第１５条 この規程の実施に関して必要な事項は、理事長が業務執行理事と協議して別に

定める。  
 
  附則： 
   この規程は、平成２３年４月１日公益社団法人設立登記をもって施行する。 
   この規程は、令和３年４月１日より改訂施行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   


